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3．前回の記録との照合 

複数回供血している者については，毎回上記 2．の全項目の検査を行う。血液型が前回の検査

結果と不一致である場合には，必ず新たに採血された検体を用いて再検査を行い，その原因を究

明し，そのことを記録する。 

 

 

4．副作用予防対策 

1）高単位輸血用血液製剤 


